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 微小管はチューブリンが重合した線維構造体であり、細胞の形態や染色体の分配を制御する。

分化した細胞や植物細胞において、中心体にアンカーされていない微小管が細胞の分化や形態形

成に重要な役割を果たす。その際、微小管の切断・断片化により細胞機能の調節が行われるが、

ATP依存的に微小管を切断する酵素カタニンがその機能を担う。微小管切断酵素カタニンは AAA 

ATPase に属し、触媒ドメインが ATP依存的に六量体を形成して微小管を切断する。この現象はカ

タニンが微小管中のチューブリンに結合してチューブリン二量体を引き抜くことに起因する微小

管脱重合反応と考えられている。しかしその動的な反応機構は未だ示されていない。本研究では

カタニンの六量体形成を解析するとともに、チューブリン引き抜き反応の可視化を試みた。これ

まで微小管の基板固定に難航していたが、脂質膜基板・APTES修飾マイカの利用に加え、酵素的

な微小管の修飾により、微小管の基板固定の効率を上げることができた。 

 さらにカタニンの ATP加水分解ドメイン（AAAドメイン）の六量体構造を

解析した。AAA ドメインのヌクレオチド依存的な構造の違いと運動性を観察

することができた（右図は ATP 結合時の AAA ドメインを示す）。今後は微小

管上でのカタニンの反応を観察・解析する予定である。 
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